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【背景・目的】 障害者の就労支援のランダム化比較試験

に関する国内の文献レビューからは確認出来なかったと

されている（岩重ら 2012）。就労支援の実態に関する研究

報告は散見しているが、エビデンスレベルの高い研究は乏

しい。その一因として簡便かつ定量的に評価する尺度が無

いこともエビデンスが蓄積しにくい一因であると考える。 
 本研究では、2013 年に脳損傷者等への就労の評価尺度

として国外で開発された「Work-ability Support Scale（以

下、WSS）（Fadyl J et al 2015）」の日本語版の内容的妥

当性を検討することを目的とした。 
 
【方法】 
（1）WSS 原版の構成 
 Part A と Part B の 2 部で構成され、Part A は身体的

側面や認知的側面、社会的/行動的側面の 16 項目（合計

112 点満点）、Part B は個人要因や環境要因、職場復帰へ

の障害の 12 項目（合計 12 点満点）、総合計 124 点満点か

らなっている。Part A の採点は、1 点〜7 点の 7 件法、

Part B は 1 点・0 点・－1 点の 3 件法である。 
（2）WSS 日本語版の開発準備 
 WSS の翻訳作業は、原著者の日本語版作成の許可後に、

翻訳業者によるバックトランスレーションを行なったも

のを原著者に送付し、内容の妥当性に関する確認を受け完

成させた。 
（3）WSS 日本語版の内容的妥当性の検討 
 高次脳機能障害者の就労支援が 5 年以上の保健医療福

祉専門職の支援者 5 名に、WSS の Part A 16 項目と Part 
B 12 項目の内容について「保持」「修正」「削除」の択一

式で回答を求めた。3 名以上「削除」と回答した項目は項

目から削除し、回答者から修正を指示された箇所はすべて

修正した。また、項目の追加に関して、追加後に再度回答

者内で検討し上記と同様の作業を繰り返し実施する。 
（4）倫理的配慮 
 本研究は、本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の承認

（承認番号：18325-191220）を受け、関連する利益相反

はない。 
 

【結果】 WSS の内容的妥当性について 5 名で検証を行

った。職種は作業療法士 3 名、社会福祉士 1 名、言語聴覚

士 1 名である。実務経験の平均は 170.4±46.6 ヵ月で、高

次脳機能障害者の就労支援経験年数は、129.2±50.6 ヵ月

であった。性別は女性 4 名、男性 1 名で実施した。 
 Part A は、16 項目中 2 項目が回答者 5 名とも全て「保

持」と回答し、そのほかの 14 項目は修正が必要となった。

また、『認知機能』や『言語機能』、『接遇/マナー』の項目

を細分化したり、『自己理解』、『精神面の安定』、『作業能

力』が新たに追加となり、合計 10 項目が追加された。 
 完成した WSS 日本語版の構成を表 1 に示す。 
 Part B は、12 項目中 2 項目が回答者 5 名とも全て「保

持」と回答し、そのほか 10 項目は修正が必要となった。 
 Part A の採点は、『5 点・6 点・7 点』で一部内容を加

筆・修正し、『0 点・1 点・2 点・3 点・4 点』の項目は回

答者 5 名とも全て「保持」であった。Part B は、3 項目と

も回答者 5 名全て「保持」との結果であった。 
 
表 1 WSS 日本語版 Part A（左）・Part B（右）の構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 内容的妥当性の検証の結果、WSS の原版から高

次脳機能障害者の就労を考えていく上で重要になってく

る『認知機能』や『言語機能』、『接遇/マナー』を細分化し

たり、『自己理解』や『作業能力』の評価項目を新たに追

加することでクライエントの全体像を捉えやすい評価ツ

ールになったと考える。 
 一方で、評価項目を細分化したり、追加したことで評価

項目数が増え、評価者の負担増加につながる懸念もある。

今後、臨床的妥当性を検証していく中で、上記の懸念事項

についても項目の吟味を平行して行っていく。 
 
【結論】 高次脳機能障害者に対する就労支援のエビデン

スを蓄積していくためにWSS日本語版の内容的妥当性の

検討を行った。 
 その結果、WSS の原版から『認知機能』や『言語機能』、

『接遇/マナー』を細分化したり、『自己理解』や『作業能

力』の評価項目を新たに追加され、クライエントの全体像

を捉えやすい評価ツールとなった。 
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